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◎町健康増進課主催「育児学級」での託児…１３名（３回）　　　　　　◎点訳サービス…３名（２回）

◎「生き活き交流広場」への協力…１１名（５回）　　　　　　　　　　◎広報朗読サービス…６名（２回）

◎富士山荘デイサ－ビスお手伝い…20名（10回）　　　　　　　　　 　◎おもちゃの修理…５名（５回）

◎町デイサ－ビスセンタ－「ふれ愛」お手伝い…１０名（７回）

ボランティア活動情報 【期間：平成２１年３月１６日～５月１５日】

　これから、期間中にご協力いただいた各ボランティア活動をご紹介します。（延べ活動回数）

２００９年

広報朗読ボランティア

～サービス向上を目指す～

　去る、４月17日(金)に中央公民館において、「朗

読ボランティア打合せ会議」を開催しました。現在、

朗読ボランティアとして14名が登録し、活動して

います。

　当日は、今年度の町の広報の朗読の当番をきめ

ました。また、広報の読み方やアクセントの確認な

どを行い、サービス向上に向けて話し合いをしま

した。

ご利用ください！

広報を朗読したテープ

　町社協では、ボランティアにご協力いただき、毎月

発行される広報を朗読したカセットテ－プを、視覚

障害者の希望者の方にお届けしています。このテー

プはどなたでもご利用いただけます。

　また、朗読エトワ－ルの会より寄贈いただいた声

の図書（テープライブラリー）の作品も所蔵していま

す。現在、童話や自叙伝など47作品を無料で貸し出し

しています。これらのテープをご希望の方は、町社協

（℡７２－１４３０）までお申し込みください。

　今年も母の日に、河口湖ハーバル工房へお花のプレゼントがありました。

このプレゼントの主は、船津在住の佐久間国男さん。以前、コンビニエンスストア

で店長をされていた佐久間さんと、お店を利用していたハーバル工房の通所者と

の交流がきっかけで、10年も前から毎年、届けられるとのこと。

　「この素敵なプレゼントに心がなごみます。また、イベントでお店を出店する時

などボランティアとしてもご協力いただき、ハーバル工房一同、感謝の気持ちでい

っぱいです。」と、工房の外川さん。

　４月号に掲載した「おもちゃの病院」が開院しました。これまで４件の依頼があり、飛行機のおもちゃやオルゴールなど

を修理しました。来院された方からは「ずっと孫が遊んでいたおもちゃが壊れてしまってどうしようかと思っていた。

直ってうれしい」と感想をいただきました。ボランティアさんは「これからも皆さんの思い出が詰まった宝物をできる

範囲で修理していきたい」と意気込んでいます。修理をご希望の方は、町社協まで。

＝ハーバル工房に＝ 今年も母の日にお花のプレゼント

おもちゃの病院開院しました！！おもちゃの病院開院しました！！おもちゃの病院開院しました！！

１、開設日時：毎月 第２・４金曜日　午後１時～４時（祝日・年末年始は休み）

　　　　　　※その日に修理ができない時には、数日お預かりする場合もあります。

２、開設場所：富士河口湖町社会福祉協議会事務所（旧日赤病院跡地）　〒４０１－０３０２　富士河口湖町小立２４８７

３、費　　用：無料（但し、部品交換には費用がかかる場合もあります）

４、予　　約：第２・４金曜日の前日の木曜日までに社協までご連絡ください。

５、問合せ・申込み：富士河口湖町社会福祉協議会　℡７２－１４３０
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第６回福祉作文〔小学生の部〕最優秀賞作品

　私の小さい頃は、「兄は病気があってふつうの人

よりも大変なのよ。」とは聞いていたけど私は

「なにが」　　　　　　　　　　　　　　　　　

となにがちがうのかまったく分からなかった。

最初は、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　「なんでお兄ちゃんばっかり特別なの。私だって

頑張っているのにどうして。」　　　　　　　　

といつもそんなことばかり言っていました。そう

聞くとお母さんは　　　　　　　　　　　　　

　「お兄ちゃんは階段を下りるのも歩くのも人の何倍

も大変なんだよ。だからお兄ちゃんに協力してね。」　

でも、私は、そんなの関係ないと思っていました。

お兄ちゃんは歩くのがだんだん大変になり装具を

はいて学校へ通うようになりました。そのお兄ちゃ

んを見ていろいろ言っている人がいても私はそん

なの関係ない、お兄ちゃんのことがはずかしいと思

っていました。そんな時あるおばちゃんにこう言わ

れました。　　　　　　　　　　　　　　

　「あなたはいいわね。こういうお兄ちゃんがいて。

宝物よ。」　　　　　　　　　　　　　　　　　

私はなにがいいのか意味が分からない。と思ってい

ました。私はその日の夜あるドラマを見ました。

その内容はお姉ちゃんが病気で弟はまわりからい

ろいろ言われてお姉ちゃんのことがはずかしい。

お姉ちゃんをかくしたかった。でも頑張っているん

だ。と思い今度は他の人に堂々と言っていました。

私はそれを見てなんであの時言えなかったんだろ

う今度からは堂々とお兄ちゃんの事を頑張ってい

る事を堂々と言おう。と思いました。お兄ちゃんは

けしてうまくないでも毎日サッカーの練習やなわ

とびの練習などをみんなとやる前に一生懸命、頑

張っていました。そんな兄をなんで受けとめられ

なかったんだろうと、後悔しました。

　そして兄は中学２年生になり去年の夏に手術を

しました。手術時間は約５時間。手術後はつま先か

ら足のつけ根までのギブスをつけていました。

でも退院の時にはギブスもとれて中学にも最初は

車イスで通いましたが今は車イスに乗らないで歩

いて通っています。あと一つ、今は装具でなくふつ

うのバスケットシューズで歩いています。

　こんなお兄ちゃんを見て私は障害をもった子供

達を助けられる福祉関係の仕事ができるようにな

りたいと思いました。前に言われた

　「あなたはいいわね。こういうお兄ちゃんがいて。

宝物よ。」という言葉は本当だなあと思いました。

小さい頃は分からなかったけど本当に幸せだなあ、

と思っています。これから私もくわえて世界の人

が障害をもった人もみんな同じ心をもっているの

だからみんな平等な世界になってほしいなあと思

いました。この兄がいたから気づけました。これが

私の一番の自慢の兄です。

小立小学校６年　渡邊 里咲 さん

「私の自慢の兄」

【使用済み切手】

(船津) 小川保険事務所さん／高田屋さん／丸種自動車さん／穂阪四郎さん

(西湖) 渡辺トモ枝さん

五味　キエ子　さん（船津）

三浦　恵子　さん（長浜）

林　　俊之　さん（河口）

小河原　浩　さん（河口）

寄付者名及び団体名

寄付者名及び団体名

寄付者名及び団体名寄付金・物品

寄付金・物品

寄付金・物品

堀内　康富　さん（大石）

堀内　英二　さん（大石）

堀内　　洋　さん（大石）

田村　正保　さん（大石）

堀内　治幸　さん（大石）

堀内　勇気　さん（大石）

１００，０００円

１０，０００円

３０，０００円

３０，０００円

５０，０００円

５０，０００円

５０，０００円

５０，０００円

５０，０００円

５０，０００円

〔平成21年3月16日～5月15日現在〕温かい善意ありがとうございました
◎富士河口湖町社会福祉協議会にご寄付いただきました。 ◎大石地区社会福祉協議会にご寄付いただきました。

◎河口地区社会福祉協議会にご寄付いただきました。

　４月号に第６回の福祉作文とボランティア活動ポスターの入選者を掲載しましたが、今回、福祉作文の小学生の部

の最優秀賞の作品を掲載いたします。中学生の部の作品は、８月号へ掲載します。（掲載学年は昨年のものです）

　４月号に第６回の福祉作文とボランティア活動ポスターの入選者を掲載しましたが、今回、福祉作文の小学生の部

の最優秀賞の作品を掲載いたします。中学生の部の作品は、８月号へ掲載します。（掲載学年は昨年のものです）
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個人住民税の公的年金からの特別徴収が始まります 町税の納付は、便利で確実な「口座振替」がオススメ

町の税金についてのお問合せは、富士河口湖町役場　税務課(７２-１１１３)へ

　
　
簡
易
な
車
庫
を
建
て
よ
う
と
思
う
の
で
す
が

固
定
資
産
税
の
対
象
に
な
る
の
で
す
か
？

　
　
家
屋
と
し
て
固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
る
も

の
は
、「
屋
根
及
び
周
壁
又
は
こ
れ
に
類
す
る
も
の

を
有
し
、
土
地
に
定
着
し
た
建
造
物
で
あ
る
」
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

簡
易
な
車
庫
で
あ
っ
て
も
前
記
の
要
件
を
満
た
す

も
の
は
固
定
資
産
税
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
カ
ー
ポ

ー
ト
な
ど
周
壁
の
無
い
も
の
は
課
税
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。

　
　
畑
に
農
業
用
の
倉
庫
を
建
て
ま
し
た
。
床
に
コ

ン
ク
リ
ー
ト
は
打
ち
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
場
合

固
定
資
産
税
の
対
象
に
な
り
ま
す
か
？

　
　
建
築
場
所
や
そ
の
用
途
、
床
の
仕
上
げ
の
有
無

等
に
か
か
わ
ら
ず
、
固
定
資
産
税
に
お
け
る
「
家
屋
」

と
し
て
の
要
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
課
税
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
土
地
の
評
価
に
つ
い
て
、

宅
地
や
農
業
用
施
設
用
地
に
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
　
家
屋
を
取
り
壊
し
ま
し
た
が
、
手
続
き
は
ど
の

よ
う
に
す
る
の
で
す
か
？

　
　
家
屋
を
取
り
壊
し
た
ら
「
家
屋
滅
失
届
」
を
税

務
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
取
り
壊
し
た
旨
の
連

絡
を
い
た
だ
か
な
い
場
合
な
ど
は
、
取
り
壊
し
た
こ

と
を
把
握
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
、
誤
っ
て
課
税
し

て
し
ま
う
原
因
に
な
り
ま
す
。
届
出
用
紙
は
、
税
務

課
窓
口
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

固
定
資
産
税
Ｑ
＆
Ａ 

① 

固
定
資
産
研
究

ＱＱＱ AAA

　税は、まちづくりを支える大切な財源です。ほとんどの町民の方は、町税を納期限内に自主的に納めていただいて

います。町では、税負担の公平性を確保するため、納税資力があるにもかかわらず、納付に応じない滞納者に対して

は、県地方税滞納整理推進機構と共同で強制的に給与、不動産、自動車、預貯金、生命保険等の財産の差押えを執行

し、その財産をインターネット公売などにより換価し、滞納税額に充てます。

　また、場合によっては、職員が滞納者の自宅等を強制的に捜索して、発見した財産を差押え・搬出し、公売すること

も行います。

　納期限までに税金が完納されない場合には、納期限の翌日から納付の日までの日数に応じ、税額に次の割合を乗

じて計算した延滞金を徴収します。　　・納期限の翌日から１ケ月を経過する日まで →  年 ４．５％

　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・１ケ月を経過した日以降　　　 　　　 　 →  年１４．６％

　納期限内に納税できない方は、納税相談にお越し下さい

　災害や病気などの事情により、全額を一時に納められない場合には、徴収の猶予などの制度があります。ただし、

生活状況や財産の取得状況などを申告していただき、調査の結果、要件に該当した場合に適用されます。

山梨県地方税滞納整理推進機構と共同で

　　　　　　　　　　　　  町税の徴収を強化します。

山梨県地方税滞納整理推進機構と共同で

　　　　　　　　　　　　  町税の徴収を強化します。滞納は絶対に許しません!滞納は絶対に許しません!

富士河口湖町　税務課　　収納担当　　午前８時３０分　～　午後５時（ＴＥＬ７２－１１１３）

★延滞金は必ず徴収します！★延滞金は必ず徴収します！

自動車の差押え例（タイヤロックによる運行禁止措置）

差押え実績 (H20.4～H21.3)

給与

不動産

自動車

預貯金

生命保険

その他

計

1

7

4

26

3

14

55

差押財産 件数
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県
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所
か
ら

県
立
ふ
じ
ざ
く
ら
支
援
学
校
か
ら

　
６
月
４
日
～
10
日
は
「
歯
の
衛
生
週
間
」
で
す
。
い
つ
ま

で
も
健
康
で
元
気
な
歯
を
保
つ
た
め
に
は
毎
日
の
手
入
れ

が
と
て
も
重
要
で
す
。

▼
虫
歯
の
予
防

　
磨
い
て
い
る
こ
と
と
磨
け
て
い
る
こ
と
は
違
い
ま
す
。

歯
と
歯
の
間
や
歯
ぐ
き
の
境
目
な
ど
は
汚
れ
が
残
り
や
す

い
の
で
、き
ち
ん
と
磨
き
汚
れ
を
落
と
し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
に
心
が
け
、
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る

こ
と
も
大
切
で
す
。

▼
８
０
２
０
達
成
を
目
指
し
ま
し
ょ
う

　
80
歳
に
な
っ
て
も
自
分
の
歯
を
20
本
以
上
保
ち
ま
し
ょ

う
と
い
う
の
が
８
０
２
０
（
ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル
）
運
動
で

す
。
一
生
を
自
分
の
歯
で
楽
し
く
食
事
し
、
健
康
な
日
常
生

活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

▼
歯
の
無
料
相
談
（
歯
科
医
師
会
）

　
歯
の
衛
生
週
間
に
併
せ
て
次
の
無
料
相
談
所
が
開
設
さ

れ
ま
す
。

○
６
月
６
日
（
土
）
午
後
２
時
～
４
時

　
場
所
　
Ｑ
ー
ス
タ
４
階

　
皆
さ
ん
も
こ
の
機
会
に
歯
の
健
康
に
つ
い
て
見
つ
め
直

し
、
日
頃
の
口
腔
ケ
ア
に
心
が
け
て
歯
科
疾
患
の
予
防
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

　
覚
せ
い
剤
な
ど
の
違
法
薬
物
は
、
た
と
え
１
回
だ
け
の

使
用
で
も
乱
用
に
な
り
同
時
に
犯
罪
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

医
薬
品
を
病
気
や
傷
の
治
療
以
外
に
使
う
こ
と
も
薬
物
の

乱
用
に
な
り
ま
す
。

　
違
法
薬
物
の
使
用
は
、
脳
や
体
を
破
壊
し
一
生
に
わ
た

り
心
身
に
苦
痛
を
与
え
続
け
る
と
と
も
に
、
大
切
な
家
族

の
生
き
方
に
ま
で
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

　
今
日
で
も
覚
せ
い
剤
な
ど
の
薬
物
乱
用
に
よ
る
検
挙
者

は
一
万
人
を
超
え
る
数
で
推
移
し
て
お
り
、『
第
三
次
覚
せ

い
剤
乱
用
期
』
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
薬
物

乱
用
の
低
年
齢
化
が
進
行
し
て
お
り
、
中
高
校
生
等
の
青

少
年
層
へ
の
拡
大
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
国
及
び
県
で
は
、
違
法
薬
物
根
絶
の
た
め
、6
月
20
日
か

ら
7
月
19
日
ま
で
の
１
ヶ
月
間
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。
」
の
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
ま
す
。

　
違
法
薬
物
の
恐
ろ
し
さ
を
正
し
く
理
解
し
て
、
薬
物
乱

用
を
許
さ
な
い
地
域
社
会
づ
く
り
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

参
考
「
麻
薬
・
覚
せ
い
剤
乱
用
防
止
セ
ン
タ
ー
」

●
問
合
先
　
県
衛
生
課
　
℡
0
5
5
5-

24-

9
0
3
3

　
県
立
ふ
じ
ざ
く
ら
支
援
学
校
で
は
、
本
年
度
も
オ
ー
プ

ン
ス
ク
ー
ル
を
次
の
と
お
り
実
施
い
た
し
ま
す
。
こ
の
オ

ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
本
校
の
教
育
活

動
を
知
っ
て
も
い
た
だ
く
た
め
、
校
内
の
授
業
風
景
な
ど

を
自
由
に
参
観
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
ま
た
、
当
日
の

午
後
か
ら
障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん
の
保
護
者
や
教
育
関
係

者
の
皆
様
を
対
象
と
し
た
「
教
育
相
談
会
」
も
実
施
い
た
し

ま
す
。
多
く
の
方
々
の
来
校
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
日
　
時
　
６
月
27
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
10
分
～
10
時
　
校
内
見
学
ツ
ア
ー

　
　
　
　
　
（
希
望
者
の
み
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
10
分
～
11
時
45
分
　
授
業
見
学

　
　
　
　
　
午
後
２
時
～
　
教
育
相
談
会
（
希
望
者
の
み
）

■
場
　
所
　
県
立
ふ
じ
ざ
く
ら
支
援
学
校 

 
 

■
そ
の
他
　

　
（
１
）
校
内
見
学
ツ
ア
ー
参
加
希
望
の
方
は
、
当
日
９
時

　
　
　
10
分
に
間
に
合
う
よ
う
に
受
付
に
お
越
し
下
さ
い
。

　
　
　
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

（
２
）
教
育
相
談
会
ご
希
望
の
方
は
、
お
手
数
で
す
が
事
前

　
　
に
学
校
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
合
先
　
ふ
じ
ざ
く
ら
支
援
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
担
当
　
森
、
辻
屋
、
小
嶋
）

　
県
立
ふ
じ
ざ
く
ら
支
援
学
校
の
教
師
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

専
門
分
野
の
障
害
に
つ
い
て
講
習
を
行
い
ま
す
。
こ
の
機

会
に
「
障
害
」
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
　
時
　
６
月
６
日
（
土
）
午
前
９
時
30
分
～
正
午

●
内
　
容
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
・
校
内
見
学

■
日
　
時
　
６
月
13
日
（
土
）
午
前
９
時
30
分
～
正
午

●
内
　
容
　
知
的
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
と
の
か
か
わ
り
方

■
場
　
所
　
県
立
ふ
じ
ざ
く
ら
支
援
学
校 

 
 

■
対
象
者
　
富
士
北
麓
地
域
在
住
の
方
　

■
参
加
費
　
無
料
　

●
問
合
先
　
ふ
じ
ざ
く
ら
支
援
学
校
（
担
当
　
重
森
、塩
島
）

※
申
し
込
み
は
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
願
い
し
ま
す
。

　　
県
立
ふ
じ
ざ
く
ら
支
援
学
校
で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
奉
仕
活
動

の
一
環
で
除
草
作
業
を
行
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
ご

協
力
い
た
だ
け
る
方
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
　
時
　
６
月
11
日
（
木
）
午
前
９
時
30
分
～
11
時

●
内
　
容
　
校
舎
周
辺
除
草
作
業
（
雨
天
時
校
内
清
掃
）

●
問
合
先
　
ふ
じ
ざ
く
ら
支
援
学
校
（
担
当
　
重
森
）

※
申
込
・
問
合
先
　
ふ
じ
ざ
く
ら
支
援
学
校

　
　
　
　
　
　
　
℡
72
‐
５
１
６
１
　F

A
X

72
‐
５
１
６
４ 

　
お
子
様
の
見
え
方
に
つ
い
て
不
安
を
感
じ
て
い
る
方
、

成
人
さ
れ
て
か
ら
目
に
障
害
を
持
ち
悩
ん
で
る
方
、
視
覚

に
課
題
が
あ
る
子
ど
も
何
を
指
導
さ
れ
て
い
る
先
生
な
ど
、

目
の
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

あ
な
た
の
歯
は
健
康
で
す
か
！

薬
物
乱
用
は
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。
」

『
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
・
教
育
相
談
会
』

『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
』

『
作
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
』

【
夏
の
Ｅ
ｙ
ｅ
愛
ひ
と
み
相
談
会
】
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■
日
　
時
　
７
月
11
日
（
土
）・
12
日
（
日
）・
8
月
29
日
（
土
）

　
　
　
　
　
・
30
日
（
日
）

■
場
　
所
　
県
立
盲
学
校
（
甲
府
市
下
飯
田
２
‐
１
０
‐
２
）

■
費
　
用
　
無
料

■
申
込
方
法
　
前
日
ま
で
に
電
話
で
申
込

■
申
込
・
問
合
先
　
県
立
盲
学
校
障
害
教
育
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　担
当
　
佐
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

℡
０
５
５-

２
２
６-

３
３
６
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　F

A
X

０
５
５-

２
２
６-

３
３
６
２

■
受
付
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で

　
地
域
に
住
む
障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
も
っ

と
よ
く
知
り
、
楽
し
く
活
動
し
よ
う
。

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
サ
テ
ラ
イ
ト
」
で
は
、
富
士
・
東
部
地
域

に
お
住
ま
い
の
若
者(

概
ね
15
歳
か
ら
39
歳)

を
対
象
に
、

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
職
業
適
性
診
断
な
ど
の
就

職
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

◇
場
　
　
所
　
富
士
吉
田
駅
ビ
ル
　
Ｑ
|

ス
タ
３
階

　
　
　
　
　
　
　 

　
（
富
士
吉
田
市
上
吉
田
２-

５-

１
）  

◇
開
所
時
間
　
月
～
金
曜
日（
午
前
10
時
～
午
後
６
時
30
分

 

　
　 

　        

土
曜
日（
午
前
10
時
～
午
後
５
時
）

○
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

　
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
就
職
に
関
す
る
悩
み
や
不
安
、

　
仕
事
探
し
な
ど
に
関
す
る
相
談

○
職
業
適
性
診
断

　
本
人
の
適
性
や
適
職
に
つ
い
て
の
分
析

○
就
職
情
報
の
提
供

　
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
や
合
同
面
接
会
な
ど
、
就
職
に
役

　
立
つ
各
種
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
提
供

◇
「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
サ
テ
ラ
イ
ト
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　 h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
p
r
e
f
.
y
a
m
a
n
a
s
h
i
.
j
p
/
r
o
s
e
i
-
 
 

　k
o
y
/
j
o
b
c
a
f
e
_
s
a
t
e
l
l
i
t
e
.
h
t
m
l

◇
問
い
合
わ
せ
先
　
「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
サ
テ
ラ
イ
ト
」
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
0
5
5
5-

23-

8
9
9
1 

　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　F

A
X

0
5
5
5-

23-

8
9
9
2

　
お
子
様
の
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
の
こ
と
で
不
安
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？
専
門
の
職
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
ま
た

電
話
・
メ
ー
ル
で
の
相
談
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

■
日
　
時
　
７
月
15
日
（
水
）
～
18
日
（
土
）
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

■
場
　
所
　
県
立
ろ
う
学
校
（
山
梨
市
）
幼
児
指
導
室

■
対
象
児
　
０
歳
児
よ
り

■
相
談
内
容
　
①
お
子
さ
ま
の
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に

　
関
す
る
悩
み
相
談
、
②
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に
不
安

　
の
あ
る
お
子
様
へ
の
か
か
わ
り
方
ア
ド
バ
イ
ス(

育
児

　
相
談)

、
③
聴
力
測
定
、
④
補
聴
器
調
整

■
申
込
み
方
法
　
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
要
予
約

※
締
め
切
り
は
７
月
10
日(

金)

午
後
５
時
ま
で

●
問
合
先
　
ろ
う
学
校
「
き
こ
え
と
こ
と
ば
の
相
談
支
援
　

　
　
　
　 

 

セ
ン
タ
ー
」

　
　
　
　
　
中
込
・
℡
0
5
5
3-

22-

1
3
7
8
　

　
　
　
　
　
　
　
　F

A
X

0
5
5
3-

22-

6
4
1
9

　
　
　
　
　e

-
m
a
i
l

　s
o
d
a
n
@
r
o
g
a
k
o
.
k
a
i
.
e
d
.
j
p

※
費
用
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
。
相
談
会
は
、
ろ
う
学
校
入

学
と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

　
毎
年
県
内
外
か
ら
多
く
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
い
て

い
る
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
今
年
度
も
開
催
い
た
し

ま
す
。
町
内
に
お
住
ま
い
の
高
校
生
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
中

学
生
や
一
般
の
方
々
の
ご
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。
こ
の
機

会
に
健
康
科
学
大
学
の
教
育
環
境
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん

か
？
■
日
　
時
　
６
月
13
日
（
土
）・
８
月
１
日
（
土
）・
２
日
（
日
）

　
　
　
　
　
・
22
日（
土
）・
９
月
５
日（
土
）

　
　
　
　
　
各
日
と
も
午
前
11
時
～
午
後
４
時

　
　
　
　
　
10
月
17
日
（
土
）
午
後
１
時
～
４
時

■
内
　
容
　
大
学
概
要
説
明
・
学
科
説
明
・
模
擬
講
義
・
体

　
験
学
習
・
個
別
相
談
会
・
宿
舎
、
町
内
見
学
ツ
ア
ー
・
リ
　

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
見
学
・
昼
食
会
な
ど

※
遠
方
か
ら
の
ご
参
加
の
方
は
、
無
料
で
宿
舎
宿
泊
体
験

が
で
き
ま
す
。（
要
予
約
）

■
そ
の
他
　
当
日
は
、
河
口
湖
駅
か
ら
無
料
送
迎
バ
ス
が

　
あ
り
ま
す

●
申
込
・
問
合
先
　
健
康
科
学
大
学
　
入
試
広
報
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
0
5
5
5
‐
83
‐
5
2
4
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　F

A
X

0
5
5
5
‐
83
‐
5
1
0
0

　
Ｈ
Ｐ
　h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
k
e
n
k
o
u
d
a
i
.
c
o
m

　

　M
a
i
l
 
 n
y
u
u
s
h
i
@
k
e
n
k
o
u
d
a
i
.
a
c
.
j
p

 

　■
開
催
日
　
７
月
４
日
（
土
）
受
付
８
時
30
分
　

　
　
　
　
　
※
雨
天
中
止

■
場
　
所
　
富
士
北
麓
公
園
陸
上
競
技
場

■
参
加
料
　
５
０
０
円
（
１
人
）

■
対
　
象
　
50
歳
以
上
の
男
女

■
そ
の
他
　
所
定
の
申
込
様
式
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

　
　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
送
又
は
窓
口
に
直
接
持
参
　
※

　
　
　
　
　
当
日
の
参
加
申
込
も
可
能
で
す
。

■
申
込
期
間
　
６
月
８
日
～
20
日
　

　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

●
問
合
先
　(

財)

県
体
育
協
会
　
富
士
北
麓
公
園
管
理
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
℡
24
‐
3
6
5
1
　F

A
X

24
‐
3
3
6
8

〈
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
サ
テ
ラ
イ
ト
を

　
　
　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い
〉
無
料
で
す
！

○
夏
休
み
子
ど
も
の
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」

　
の
相
談
会
の
お
知
ら
せ

健
康
科
学
大
学
か
ら

　
『
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
』
を
開
催
し
ま
す
。

【
参
加
者
募
集
】

　
第
１
回 

北
麓
シ
ル
バ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
！
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●相談時間は調整することができます。お気軽にどうぞ。

相談員：山口真澄・小林真弓

電　話：０５５５－８３－３０２２

携帯電話：０９０－４３７０－２６１５

E-mail：ed-center@docomo.ne.jp

          ed-center@kawaguchiko.ne.jp

みんなの生涯学習みんなの生涯学習みんなの生涯学習
みなさんのやる気を

応援します!

　地域の方々の健康づくりに！そして生

涯にわたって役立つ本格的な講座をお

届けします。

　この機会に、普段はなかなか学ぶこ

とのできない専門的な知識を吸収して

みませんか。

お申込み・お問合せ：富士河口湖町教育センター【℡８３－３０２２】

お問合せ・申込みは【生涯学習課 ℡７２－６０５３】まで。たくさんの方々のご参加お待ちしております。

会　場：勝山さくやホール

日　時：７月１１日（土）

　　　 午後１時開場

　　　 午後１時３０分開演

講　師：古屋　和雄（ＮＨＫアナウンサー）

参加料：無　料

お問合せ・お申込み：生涯学習課【℡７２－６０５３】お問合せ・お申込み：生涯学習課【℡７２－６０５３】

女性なんでも相談女性なんでも相談女性なんでも相談
今月の相談日…６月１０日、６月２４日　午後１時３０分～
　　　　　　 （毎月第２第４水曜日）午後２時３０分～　
会 場… 中央公民館　第２会議室

今月の相談日…６月１０日、６月２４日　午後１時３０分～
　　　　　　 （毎月第２第４水曜日）午後２時３０分～　
会 場… 中央公民館　第２会議室

☆育児・心の悩み・身体の事など。お気軽にご相談下さい。
　予約制です。下記までお申込み下さい。

川辺先生の教育相談川辺先生の教育相談川辺先生の教育相談
（新津小児科「親と子の相談室」カウンセラー）

【協賛】

教育センター、南都留郡富士河口湖町ＰＴＡ連合会

＜ 講 演 会 ＞

「誰もが幸せに生きるために」「誰もが幸せに生きるために」「誰もが幸せに生きるために」

※すべての方に御参加いただけます。
　ＰＴＡ関係者以外の方も是非お越しください。

教育センターからのお知らせ教育センターからのお知らせ教育センターからのお知らせ

健康科学大学・富士河口湖町 平成2１年度健康科学大学地域連携講座平成2１年度健康科学大学地域連携講座平成2１年度健康科学大学地域連携講座
日　　程 ： 7月～9月(全7回)土曜日　午前10時30分から12時

日時：７月２５日（土曜日）午後１時３０分～４時３０分

場所：中央公民館

対象：幼児から中学生までの子と保護者

　＊相談希望者は予約が必要です。

　　生涯学習課までご連絡ください。

　＊相談内容、個人情報等は一切厳守いたします。

日　時：平成２１年６月１６日（火）

　　　 午後7時より

場　所：中央公民館　視聴覚室

参加費：無料

定　員：２５名（申込み不要）

　　　 ※講座ごとの聴講も可能です。

講　　師：　健康科学大学より各講座ごとに講師の先生が来てくださいます。
参加対象：　町内にお住まいの方　８０名
参 加 料：　無　料　　　場　所：中央公民館

第１回　 7月11日(土)　 「障害児をもつ母親への支援」

第２回　 7月25日(土)　 「児童虐待について」

第３回　 8月 8日(土)　 「高齢者の健康づくり」

第４回　 9月 5日(土)　 「発達段階の心の悩み」

第５回　 9月12日(土) 　｢自殺予防｣

第６回　 9月19日(土) 　｢高齢者の健康づくりと介護・介護方法の実際Ⅰ｣

第７回　 9月26日(土)　 ｢高齢者の健康づくりと介護・介護方法の実際Ⅱ｣ 

お子さんに関する

悩み相談を受け付けます

お子さんに関する

悩み相談を受け付けます

お子さんに関する

悩み相談を受け付けます

●個別相談

のお知らせ

 「郷土の原風景」 「郷土の原風景」歴史・文化財講座

第1回
「発掘された富士河口湖町の縄文遺跡」

　富士河口湖町内の歴史や文化財を解説し、郷土の原風景
を探る講座を全７回シリーズで月１回（６月～1２月の期間）開
催します。毎回、時代ごとに講座を開催して時代の特色や歴
史的な背景に迫ります。今年度は各時代の専門の講師によ
り講座を行います。

＜講師：正木季洋氏（山梨県教育委員会学術文化財課）＞
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１５

みんなの教育委員会
生涯学習課
TEL 72-6053
 FAX 73-1358
それいけ!それいけ!それいけ!

リズムにあわせて脂肪燃焼&レッツコミュニケーション！

楽しい育児のヒントを発見♪

この夏のおしゃれにぴったり！

「キャプリーヌ」というツバの広い

帽子をつくってみましょう♪

囲碁好きな方必見！本格的なトーナメントで大人から子
どもまで熱戦を繰り広げます！初心者さんもベテランさ
んも是非挑戦してみてください。

お申込み・お問合せ：生涯学習課【℡７２－６０５３】

中央公民館パソコン教室中央公民館パソコン教室

＊受講料は平日講座2000円(3日間)、休日講座3000円(2日間)です。2名以上で講座を開催します。
＊前日・当日のお申込みは受け付けません。お早めにお申込みください。
＊夜の部は、自分のパソコンを持参しても大丈夫です。（インターネット入門コース以外）

パソコン入門(昼)

パソコン入門(夜)

ワード入門(昼)

ワード入門(夜)

エクセル入門(昼)

エクセル入門(夜)

インターネット入門

ワードレベルアップ(夜)

エクセルレベルアップ(昼)

エクセルレベルアップ(夜)

データベース入門

7月 １日(水)  ～3日(金) 午後1時30分～3時30分

7月 １日(水)  ～3日(金) 午後7時～9時

7月 7日(火) ～9日(木)　午後1時30分～3時30分 

7月 7日(火) ～9日(木)　午後7時～9時

7月14日(火)～16日(木)　午後1時30分～3時30分

7月14日(火)～16日(木)　午後7時～9時

7月21日(水)～23日(金)　午後1時30分～3時30分

7月21日(水)～23日(金)　午後7時～9時

7月28日(火)～30日(金)　午後1時30分～3時30分

7月28日(火)～30日(金)　午後7時～9時

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３１

３２

３３

NO コース 日　　　　　程 内　　容

パソコンの基本的な操作を

　　　　　　　　　身につけましょう。

ワードを使って読みやすい文書を

　　　　　　　　　　　作りましょう。

エクセルを使って表計算をしてみましょう。

メールやネットを活用をしてみましょう。

ワード入門受講済みの方に者におすすめ！

本格的なエクセルを習得しましょう！

7月18日(土)・19日(日)　 午後1時～4時 ちょっと難しいアクセスに挑戦！休日

内　容：自然散策・自然体験あそび
　　　 （歩く・触れる等、季節に適した五感を刺激する体験）
           親子ふれあいゲーム、読み聞かせ等

日　程：７／４（土）　場　所：天上山護国神社
対　象：１歳８ヶ月～３歳までの親子１５組
時　間：午前１０時～１２時　現地集合解散（雨天決行）
服　装：長袖・長ズボン・歩きやすい靴。帽子（雨天時：カッパ・長靴）
講　師:堀内治美先生
持ち物：水分補給できる物・タオル・着替え（必要な場合）
参加費：１組３００円（１回）（保険料・あそびの材料費）
申込み：６月８日(月)～

内　容：格闘技エクササイズ、仲間作り遊び　など

日　時：６月２１日(日)　午前１１時～１２時

場　所：中央公民館ホール

対　象：自分育てしたいパパ

参加費：１００円

定　員：３０名

持ち物：水分、タオル

講　師：渡辺光美先生(リズムテコンドー指導者)

申込み：６月８日(月)～

日　時　６月２８日（日）　午前８時３０分受付
場　所　勝山ふれあいセンター
参加費   大人１，５００円　子ども５００円
対　象　小学生以上
競　技　レベル別で開催（有段者、その他）
定　員　６０名（定員になり次第締め切り）

日　時☆　６月２３日（火）
　　　　　午後１時～４時
場　所☆　中央公民館　第２研修室
定　員☆　１０名（定員になり次第締め切り）
持ち物☆　１ｍ四方の布、
　　　　　裁縫セット（裁ちばさみ、待ち針等）
参加料☆　５００円（材料費）
講　師☆　小林　かつえ先生
申込み☆　６月８日（月）　７２-６０５３（生涯学習課）

大自然のパワーを吸収！
心に・体に素敵な時間を過ごしてみませんか♪

～しぜん・季節・あそび～

生涯学習講座生涯学習講座生涯学習講座生涯学習講座

あそびの森あそびの森あそびの森 がんばるパパに！！

リズム・オブ・ラブ to パパリズム・オブ・ラブ to パパリズム・オブ・ラブ to パパ
～リズムテコンドー～

富士河口湖囲碁クラブ主催

富士河口湖町囲碁大会富士河口湖町囲碁大会富士河口湖町囲碁大会第九回

お申し込み・お問い合わせ
６月２０日までに教育委員会生涯学習課まで【７２－６０５３】

手作り帽子教室手作り帽子教室手作り帽子教室


